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う、 3 つの条件下で生じるのが一般的であるため、学習者における無声母音の習得はこの 3 点と密接な関係があると
考えられている。しかし、この 3 点にはそれぞれ未解決の問題が残されている。それらの問題を解決するため、本研
究の前半では、無声化規則、連続無声化環境における無声化規則(以下では「連続無声化規則J )、無声化とアクセ





































































さによって、母音段階、先行子音段階、後続子音段階という 3 つの習得段階を定義する。 í レベルの関連d性」は各習
得段階に特徴的な言語内要因の絶対的な強さに基づいて、各習得段階を連続性のある 4 レベルに分ける。こうして分















本論文は、第 1 章の序論に続き、第 2 章から第 4 章までについては、無声母音の生起・産出に関する諸問題につい
て論じている。従来、無声子音にはさまれた、あるいは語尾で直前に無声子音の起こる狭母音が無声化するという規
則によって日本語の無声母音化は一般化されることが多かったが、実際には無声母音化の条件は複雑で、様々な要因
が関与している。洪心恰氏はこの条件・要因について、 WNHK 日本語発音アクセント辞典 新版』をもとに、洪氏自
らが作成した電子データベースに基づいて分析を行っている。とりわけ、無声母音化の前後の音声環境(第 2 章)、
連続して無声母音化が起こりにくいこと(第 3 章)、無声化とアクセントとの関係(第 4 章)について、従来の説で
は説明できなかったデータについても包括的に説明される分析を洪氏は提案している。その分析によってもまだ説明
できない例は少なからず存在するが、莫大な電子データベースに裏打ちされることにより妥当性の高い分析となって
いる点は高く評価できる。
第 5 章では、音声習得の観点から日本語の台湾学習者によって、日本語の無声母音化が習得されていくプロセスに
ついて実験音声学の手法を用いて論じている。一般的に言って、日本語の無声母音のように、日本語母語話者でも通
常その存在を意識することのない音声的なレベルの現象については、外国語の音声教育においても意識的に教えられ
ることはほとんどない。第 4 章までで論じられているように、従来単純化されて規則化されてきた日本語の無声母音
化の実際は、きわめて複雑な要因が関わる音声規則である。しかしながら、外国語としての日本語の学習、音声学習
が進むにつれて、無声母音の習得もまた進むことが予想されるが、本論文はこの予想が正しいことをまず実証したう
えで、学習条件や個人差にかかわらず、日本語の無声母音の習得には一定の順序・プロセスがあることを各種音声実
験データに基づき論証しており、この点は高く評価できる。ただし、この論証は限定された実験データと要因分析(母
音の違い、前後の子音の種類の違いといった音声環境に関わる要因)に基づくものであり、さらに大きな規模のデー
タと第 4 章までに示された他の様々な要因に基づいて検証する余地が残されている。しかし、日本語の無声母音化を
含む音声レベルの現象の習得プロセスに関する研究はきわめて少ない現状を考えると、本論文の研究の意義は大きい
と言える。
以上のように、本論文は音声分析と音声習得の分野に大きな寄与をなすものであり、博士(言語文化学)の学位請
求論文として十分に価値あるものと認められる。
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